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【研究の背景】近年 Ce:Gd2Si2O7（GPS）や Ce:Lu2Si2O7といった、高い発光量やエネルギー分解

能を持つパイロシリケート系のシンチレーション材料が発展している。GPS は通常調和溶融

組成でないが、Ce で Gd サイトを置換することによりコングルエント化させる事が可能であ

る[1]。また、Ce
3+と同程度のイオン半径を持つ La

3+を添加した Ce:(La,Gd)2Si2O7（Ce:La-GPS）

は Ce
3+の過剰添加よる自己吸収・濃度消光を抑えた高発光量、高エネルギー分解能のシンチ

レーション結晶である[2]。 

近年Mg
2+を Ce:(Lu, Y)2SiO5に添加することで発光量が向上したという報告がなされている

が[3]、同じシリケート系の Ce:La-GPSにおいても同様の効果が期待できると考えている。そ

こで本研究ではMg/Ce共添加(La, Gd)2Si2O7単結晶を作製し、シンチレーション特性と添加元

素の偏析の検討を行った。 

【実験方法】純度 99.99％の CeO2、La2O3、Gd2O3、SiO2、MgO粉末を原料としてチョクラルスキ

ー法により Mg/Ce共添加 La-GPSおよび Ce添加 La-GPS単結晶を育成した。得られた単結晶

については、XRF 等による組成の分析ののち、フォトルミネッセンスおよび放射線応答の評

価を行った。 

【結果と考察】図 1は 390nmの発光波長に対する励起スペクトルの測定結果であり、Mgを添加

したものでは 355nm付近にピークが出現した。また図 2は α線源（241
Am）に対するラジオル

ミネッセンスの測定結果であり、Mgを添加した試料では発光波長が長波長側にシフトしてい

る様子が確認された。以上の結果に対する考察およびバルク試料におけるMgの偏析等につい

て本講演で発表する。 
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図 2 Mg/Ce共添加 La-GPS （白丸）と Ce:La-GPS（黒

丸）単結晶の α線源（241Am）によるラジオル

ミネッセンスの発光スペクトル 

 

図 1 Mg/Ce共添加 La-GPS （実線）と Ce:La-GPS（破

線）単結晶の 390nmの発光波長に対する励起

波長スペクトル 
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